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〔総合分析〕 
出題形式 

試験時間 

特徴・その他 

記述式 

120分 

 

 

〔大問別講評〕 

番号 出題内容 コメント 難易度

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

(1)整数問題 

 

(2)媒介変数表示の曲線と面積 

(3)一次変換による点列の極限 

 

(4)線分の長さの和の最大値 

 

 

微分による不等式の証明， 

数学的帰納法 

 

法線が定点を通る本数 

 

一次変換と平行移動 

各整数について何回２で割り切れるか，実際に調べる

ことで予測できる． 

 

回転により原点からの距離は不変であるが，2/3倍によ

り )∞→(0→ nAn  

2本の線分について長さの和は交点を持つときのほう

が，より長いものになる． 

 

f′， f ′′から f が単調増加であることが分かる． 

 

 

 

 

一次変換 Aについては EA =2
 

標準 

 

標準 

標準 

 

やや難

 

 

標準 

 

 

標準 

 

標準 

 

〔総合コメント〕 

頻出問題の２，３は完答したい．１については整数に関する問題で詰まると時間が足りなくなる．昨

年よりもやや難化． 

 


